
＜施設アセスメントの実施＞
県有施設等の老朽化に伴い，今後，改修や更新等を要する施設の増加が見込まれる中，

施設の保有総量の縮小や効率的な利活用の推進など施設の適正管理を一層推進するため，
(1) 施設の基本情報をとりまとめて可視化した施設カルテの作成
(2) 建物性能や利用状況等の統一的な基準による施設評価の実施

により，今後の各施設の管理に関する方針を検討する「施設アセスメント」を実施

＜これまでの取組＞
実施時期 取組内容

令和４年４月〜令和５年１月 ・施設カルテの作成（実施施設：1,060施設）

令和５年２月〜４月 ・１次評価（建物性能や利用率など定量的な評価項目による評価）
の実施（実施施設：777施設（学校施設などの一部を除く））

５月 ・２次評価（施設の将来性や必要性など定性的な評価項目による評価）の実施施設
の選定（選定施設：178施設）

６月〜10月 ・２次評価の実施及び方針案の検討

11月〜12月 ・施設方針の決定

令和６年１月〜２月 ・施設方針の報告（県有財産管理運営委員会・行財政改革推進ＰＴ）
・県ホームページにおいて公表

施設アセスメントについて
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維持 建替 あり方検討 収益・集客改善
入居率改善 集約 縮小 廃止 計

公共施設 ５ ５ ２ １２

公用施設（単独庁舎） ６ １ １ ８

専門校・県短・農大 ２ １ ３

県営住宅 ８ ２ １２ １５ １ ３ ４１

職員住宅 １２ ６ ３ ４ ２５

教職員住宅 ３６ ４ １ ５ １６ ６２

警察職員住宅 １６ ２ ９ ２７

計 ８５ ２ ５ ２７ １７ １０ ３２ １７８

今後の施設の管理に関する方針 （総括）
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公共施設 １/５）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

１ ハートピアかごしま
（障害福祉課） 鹿児島市 10,091

維持

○法に基づき県が設置しなければならな
い身体障害者更正相談所及び精神保健福
祉センターが設置されている。
○今後も多数の利用者が見込まれる。

◎定期的に施設の点検等
を実施し，必要に応じて
維持・補修等を行う。

２
歴史・美術センター
黎明館
（文化振興課）

鹿児島市 16,521

○歴史資料の収集，研究，市町村立資料
館からの支援依頼に対する対応は，専門
性や継続性が必要なため，県でなければ
管理運営が難しい。
○観光資源として，御楼門と一体となっ
た活用を図る必要がある。
○黎明館一帯が国史跡に指定されるなど
歴史的価値がある。

３ 鹿児島県立博物館
（教育庁文化財課） 鹿児島市 3,552

○県文化振興に寄与する施設としての役
割が大きい。
○国登録有形文化財であり，保存・活用
を図り，次世代へ継承すべき建物である。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公共施設 ２/５）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

４ 鹿児島県県民の森
（森づくり推進課）

姶良市

霧島市
1,110

維持

○県民に森林を利用したレクレー
ションの場を提供している。
○近年の利用者数が約１３万人で
推移し，今後も同様の利用者数が
見込まれる。

◎定期的に施設の点検等を実施し，
必要に応じて維持・補修等を行う。

５
鹿児島県
青少年会館
(青少年男女共同参画課)

鹿児島市 1,710

○青少年に自主的団体活動及び自
己研鑽の場を提供し，青少年の健
全な育成を図っている。
○幅広い県民の利用となっており，
施設の利用度も高い。
○令和元年度に耐震改修を実施し
ており，引き続き施設を維持する。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公共施設 ３/５）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

６
県立青少年研修
センター
（教育庁社会教育課）

鹿児島市 9,469

県立青少年
社会教育施設
全体の今後の
あり方を検討

○老朽化が著しい建物等があり，
改修を行う場合は，多額の費用が
必要。
○児童生徒数の減少が進む中，利
用者数の増加は見込めない状況。
○県内には，国，県及び市が所管
する青少年社会教育施設があり，
利用状況や地域バランス等を踏ま
え，県立青少年社会教育施設全体
の今後のあり方を検討する必要が
ある。

◎令和６年度に，県立青少年
社会教育施設全体の今後のあ
り方を検討し，各施設の方向
性を決定。

７
県立南薩少年自然
の家
（教育庁社会教育課）

南さつま市 4,369

８
県立奄美少年自然
の家
（教育庁社会教育課）

奄美市 3,053
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公共施設 ４/５）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

９
アジア・太平洋
農村研修センター
（国際交流課）

鹿屋市 3,011 今後の
あり方を検討

○当初の目的であったカラモジア
交流等は，縮小及びホームステイ
での対応により，施設では実施さ
れていない状況。また，施設で実
施されている研修等については，
他施設で代替可能。

◎指定管理期間最終年度の令
和７年度までは，現在の指定
管理を継続。
◎令和８年度以降の施設のあ
り方について，譲渡又は廃止
を含め検討。

10 文化センター
（文化振興課） 鹿児島市 10,100

今後の
あり方を検討

○築５７年が経過していることか
ら，建物の使用可能期間等の精査
が必要。

○現在も文化拠点施設として一定
の利用がなされているが，施設設
置時に比べ，周辺地域には大小
様々なホール施設が設置されてき
ている。

◎令和６年度に建物劣化度調
査を実施し，使用可能期間を
精査。

◎使用可能期間までは，でき
る限り現行の施設を継続使用。

◎今後のあり方の検討を進め
るが，方針の決定時期につい
ては，使用可能期間等を踏ま
えて精査。 6



今後の施設の管理に関する方針一覧（公共施設 ５/５）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

11
フラワーパーク
かごしま
（農産園芸課）

指宿市 10,371

収益・
集客改善

○入園者数は，開園当初約３１万
人であったが，現在約１１万人に
減少。特に夏場の入園者や外国人
観光客が少ない。
○指定管理料は，年間約２億３千
万円と県の財政的負担も大きい。
○今後，施設の老朽化に伴う多額
の改修費用が見込まれるため，施
設の入園者数の増加や管理運営コ
スト低減等による収益改善が急務。

◎令和５年度からサウンディング
調査を実施し，収益改善に向けた
アイデアなど，次期指定管理者公
募に生かせる情報収集等に取り組
む。
◎令和６年度に具体的な数値目標
を含む収益改善計画を策定。

◎令和７年度に次期指定管理者の
公募・決定。
◎令和８年度から，公募により決
定した指定管理者と一体となった
収益改善計画を実行。

12 ライフル射撃場
（教育庁保健体育課） 鹿児島市 1,222

○競技人口が少なく，利用者が非
常に限定的な施設であるが，県内
唯一の施設であり，廃止した場合，
競技者への影響が大きい。

◎更なる競技のＰＲ活動を実施す
るなど，利用者の増加に努める。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公用施設 １/３）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

13
工業技術センター
霧島本庁舎
（産業立地課）

霧島市 16,850

維持

○技術支援と研究開発を通した県
内製造業の企業活動の支援施設で
ある。
○企業ニーズや時代の要請を的確
に捉え，県内企業の「技術の拠り
どころ」として必要な施設である。

◎定期的に施設の点検等を実
施し，必要に応じて維持・補
修等を行う。

14
環境保健センター
城南庁舎
（環境林務課）

鹿児島市 3,834

○環境保全のための規制監視や試
験研究を実施している。
○法に基づき大気汚染や水質汚濁
の状況の常時監視業務等を行う施
設である。

15 計量検定センター
（商工政策課） 奄美市 239

○法に基づき大島支庁管内の特定
計量器の検定・検査業務を行う施
設である。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公用施設 ２/３）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

16
農業開発総合センター
熊毛支場
（経営技術課）

西之表市 1,596

維持

○熊毛地域の農業振興を目的に整
備された施設である。
○地域の特殊性を活かした農業の
試験研究や技術開発を行う施設で
ある。

◎定期的に施設の点検等を実
施し，必要に応じて維持・補
修等を行う。

17
農業開発総合センター
徳之島支場
（経営技術課）

伊仙町 5,900

○奄美地域の農業振興を目的に整
備された施設である。

○地域の特殊性を活かした農業の
試験研究や技術開発を行う施設で
ある。

18 姶良動物管理所
（生活衛生課） 霧島市 164

○法に基づき犬の保護及び犬・猫
の引取等を実施する上で必要な施
設である。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（公用施設 ３/３）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

19 フラワーセンター
（農産園芸課） 指宿市 3,618 移転

・集約

○輪ギクなど，県が多くの育成品
種を開発しており，原原種供給を
行う必要がある。
○施設の老朽化にあたり，再整
備・統合等を検討した結果，既存
施設を活用できる県農業開発総合
センターに，業務を移転・集約す
る方向が有効であると判断。

◎令和６年度以降，農業開発
総合センターへの移転・集約
を図る。

20
農業開発総合センター
大島支場
（経営技術課）

奄美市 4,555 縮小

○奄美地域の農業振興を目的に整
備された施設である。
○地域の特殊性を活かした農業の
試験研究や技術開発を行う施設で
ある。
○旧庁舎（倉庫）については，老
朽化及び構造体の劣化が著しく，
天井コンリート塊が落下するなど
大変危険な状態。

◎令和６年度以降，旧庁舎
（倉庫）を解体し，資材保管
に最低限必要な規模に縮小し
た倉庫を建設予定。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（専門校・県短・農大 １/１）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

21 鹿屋高等技術専門校
（雇用労政課） 鹿屋市 4,208

維持

○入校者数が減少しているが，大
隅地域における職業能力開発の中
核としての役割が大きい施設であ
る。
○電気工事士が不足しており，人
材養成・供給への業界からの期待
が高い。 ◎定期的に施設の点検等を実

施し，必要に応じて維持・補
修等を行う。

22 県立短期大学
（学事法制課） 鹿児島市 12,487

○これまで，在学者数は，ほぼ定
員どおりで推移している。
○入学者の約９割が県内出身者で，
卒業生の約８割が県内に就職して
おり，若年者の県内定着に極めて
高い貢献をしている。

23
農業開発総合センター
農業大学校
（経営技術課）

日置市 43,484 収益・
集客改善

○近年，入学者数は，少子化や大
学・専門学校等との競合等により
減少傾向にある。

◎入学者確保に向けた農大の
魅力発信に努め，高い就農意
欲のある入学生の確保を図る
などの取組を実施。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（県営住宅 １/５）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

24 桜ヶ丘団地
(住宅政策室:以下No.64まで同じく) 鹿児島市 25,361

維持
○建物の築年数は経過してい
るものの，劣化していない。

○入居率が高い。

◎定期的に施設の点検等を実
施し，必要に応じて維持・補
修等を行う。

◎長寿命化計画に基づく計画
的な改修等を実施していく予
定。

25 サンビレッジ川内団地 薩摩川内市 3,224

26 ウッドタウン宮之城団地 さつま町 2,975

27 江口団地 姶良市 7,557

28 名波ハイタウン団地 霧島市 3,093

29 深渡瀬団地 西之表市 2,612

30 向里団地 奄美市 11,686

31 大熊団地 奄美市 5,503
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今後の施設の管理に関する方針一覧（県営住宅 ２/５）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

32 原良団地 鹿児島市 55,928 建替
（継続）

○建替前の建物は，築４７〜５１
年であり，老朽化が著しいことか
ら，計画的に建替を行っている。

◎平成２０年度から，現地において，
Ａ〜Ｄ区画の1,090戸から，Ａ区画400戸
への建替を実施中。
◎令和５年度に入居者の移転が完了する
Ｃ区画について，令和６年度を目途に売
却等を行う予定。
◎令和６〜７年度に最後の建替住棟を建
設予定。
◎令和８年度以降，Ｂ・Ｄ区画について
も既存住棟の全入居者が移転完了後，売
却等を行う予定。

33 佐大熊団地 奄美市 8,031 建替

○現在の建物は，築４８〜５０年
であり，老朽化が著しい。
○大島地区における県営住宅の需
要が高い。

◎令和６年度に建替基本設計を実施する
予定。
◎令和７年度以降，計画的に整備を進め
る予定。
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今後の施設の管理に関する方針一覧（県営住宅 ３/５）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

34 郡山団地 鹿児島市 3,227

入居率
改善 ○入居率が低い。 ◎入居要件緩和や目的外使用による

空き家活用などを実施。

35 ｶﾞｰﾃﾞﾝｽﾞﾋﾙｽﾞ
こいやま団地 鹿児島市 3,792

36 松陽台団地 鹿児島市 10,936

37 ｳｯﾄﾞﾀｳﾝ日吉団地 日置市 2,013

38 宮ヶ浜団地 指宿市 6,070

39 五代団地 薩摩川内市 18,507

40 ｻﾝﾋﾞﾚｯｼﾞ樋脇団地 薩摩川内市 2,160

41 西之口団地 出水市 6,287

42 若草団地 さつま町 1,766

43 ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞﾚｯｼﾞ
牧園小谷団地 霧島市 1,367

44 丸池ﾀｳﾝ団地 湧水町 4,249

45 ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞﾚｯｼﾞ
吾平団地 鹿屋市 2,064
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今後の施設の管理に関する方針一覧（県営住宅 ４/５）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

46 市来団地 いちき串木野市 3,595

集約
及び
入居率
改善

○入居率が著しく低い。

◎新規入居者を団地内の入居率の高
い住棟等に誘導することで集約を図
る。
◎入居要件緩和や目的外使用による
空き家活用などを実施。

47 内山田団地 南さつま市 5,327
48 宮下団地 薩摩川内市 5,676
49 センチュリー姶良団地 姶良市 4,211
50 蒲生畠田団地 姶良市 988
51 天降川団地 霧島市 4,335
52 ハイツ横川団地 霧島市 2,097
53 朝日団地 伊佐市 5,597
54 レイルタウン吉松団地 湧水町 3,795
55 垂水団地 垂水市 11,981
56 下祓川団地 鹿屋市 7,339
57 関屋団地 志布志市 5,349
58 松波団地 志布志市 3,789
59 第二松波団地 志布志市 3,970
60 ラフォーレ松原団地 志布志市 3,501 15



今後の施設の管理に関する方針一覧（県営住宅 ５/５）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

61 緑ヶ丘団地 鹿児島市 43,245
縮小
及び

入居率改善

○入居率が低い。

○建物は，築４８〜５５年であ
り，老朽化が進んでいるが，こ
れまで４００戸の全面的改善を
実施済みである。

○団地に空き住棟があることか
ら，縮小する。

◎令和６年度以降，空き住棟である
７号棟の廃止等を検討。
◎入居要件緩和や目的外使用による
空き家活用などを実施。

62 加紫久利団地 出水市 410

廃止

○令和５年度時点の入居者は，
各団地１〜２戸と少ない。

加紫久利団地：１/１２戸
上屋団地 ：２/８戸
下木場団地 ：１/４戸

○築５４〜５９年と耐用年数
（３０年）を大幅に過ぎており，
施設の老朽化も著しい。
○これまで，全ての入居者が退
去した住棟は順次解体済みであ
る。

◎令和６年度以降，入居者の同意を
前提に，他団地等への住替を進める。
◎入居者の住替が完了したのち廃止。

63 上屋団地 出水市 254

64 下木場団地 阿久根市 127

16



今後の施設の管理に関する方針一覧（職員住宅 1/４）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

65 天保山部課長公舎
（管財課：以下No.75まで同じく） 鹿児島市 1,631

維持
○入居率が高く，今
後も一定の入居が見
込まれる施設である。

◎定期的に施設の点検等を実施し，
必要に応じて維持・補修等を行う。

66 荒田公舎 鹿児島市 465

67 益山公舎 南さつま市 892

68 中野公舎 薩摩川内市 411

69 野首職員公舎 西之表市 900

70 本城職員公舎 西之表市 2,271

71 恵比寿公舎 屋久島町 1,643

72 新若宮公舎 屋久島町 446

73 清水公舎（瀬戸内） 瀬戸内町 558

74 高丘公舎 瀬戸内町 435

75 徳之島北区公舎 徳之島町 1,036

76 農開Ｃ徳之島支場職員公舎
（経営技術課） 伊仙町 572 17



今後の施設の管理に関する方針一覧（職員住宅 ２/４）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

77 部長公舎(南薩)
(管財課:以下No.88まで同じく) 南さつま市 571

入居率
改善 ○入居率が低い。

◎入居条件の緩和など，入居率が高まるよう
な方策を実施。

◎既存の職員住宅，教職員住宅，警察職員住
宅について，所管換えなど有効活用して過不
足を調整するなど，共同利用を推進。

78 瀬戸口公舎 さつま町 481

79 新生町職員公舎 鹿屋市 1,357

80 集合所長公舎（曽於） 曽於市 277

81 志布志公舎 志布志市 760

82 徳之島江籠公舎 徳之島町 1,104
18



今後の施設の管理に関する方針一覧（職員住宅 ３/４）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

83 万世公舎 南さつま市 585

縮小

○１号棟は，満室である（維持）。
○２号棟は，空き室が多く，今後
も入居が見込めない。

◎２号棟は，現入居者が退去した
のち廃止。

84 村町公舎 薩摩川内市 342

○Ａ棟の入居率は，５０％である
が，Ｂ棟をＡ棟に集約することか
ら維持する。
○Ｂ棟の入居率も５０％であるが，
Ａ棟よりも建物の老朽化が著しい。

◎Ｂ棟をＡ棟に集約し，Ｂ棟は，
現入居者が退去したのち廃止。

85 加治木職員公舎 姶良市 1,845
○１号棟は，空き室が多く，今後
も入居が見込めない。
○２号棟は満室である（維持）。

◎１号棟は，現入居者が退去した
のち廃止。

19



今後の施設の管理に関する方針一覧（職員住宅 ４/４）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

86 若宮公舎 屋久島町 136

廃止

○老朽化が著しく，近年，空
き室であり，今後も入居が見
込めない。

◎令和６年度以降，廃止。

87 佐大熊公舎 奄美市 3,012
○老朽化が著しいことから，
建替の一環として，民間一括
借上方式による住宅を整備。
（４５戸）

◎現入居者が退去したのち廃止。

88
徳之島事務所
保健衛生環境課
課長（徳之島保健所
長）公舎

徳之島町 94
○令和元年度以降，徳之島保
健所長が職員不足で不在（名
瀬保健所長兼務）となり，空
き室となっている。

◎令和６年度以降，廃止。

89
フラワーセンター
所長・職員公舎
（農産園芸課）

指宿市 351 ○１０年間，入居者がおらず，
今後も入居が見込めない。

◎フラワーセンターが移転・集約
したのち廃止。

20



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 １/９）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

90 松陽高校職員住宅
(教育庁総務福利課:以下,No.１５１まで同じく) 鹿児島市 74

維持

○地域の特殊性や管理
職住宅であるなどの理
由から，今後も一定の
入居が見込まれる施設
である。

◎定期的に施設の点
検等を実施し，必要
に応じて維持・補修
等を行う。

91 松元教職員住宅 鹿児島市 2,788

92 吹上高校校長住宅 日置市 86

93 吹上高校職員住宅１ 日置市 67

94 市来農芸高校教職員住宅（軽石田） いちき串木野市 96

95 山川高校職員公舎A（教頭住宅） 指宿市 58

96 指宿特別支援学校教職員住宅 指宿市 64

97 加世田高校校長住宅2707 南さつま市 74

98 南薩教育事務所総務課長住宅 南さつま市 81

99 北薩教育事務所所長住宅 薩摩川内市 80

100 川内高等学校職員住宅（御陵下北） 薩摩川内市 114

101 出水高校教職員住宅（緑町住宅） 出水市 1,454 21



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ２/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

102 薩摩中央高校職員住宅（４１１０） さつま町 74

維持
○地域の特殊性や管理職
住宅であるなどの理由か
ら，今後も一定の入居が
見込まれる施設である。

◎定期的に施設の点検等
を実施し，必要に応じて
維持・補修等を行う。

103 蒲生高校職員住宅(教頭住宅) 姶良市 67

104 加治木高校教職員住宅 姶良市 117

105 国分高校重久教職員住宅 霧島市 358

106 霧島高校ひばりヶ丘住宅(上) 霧島市 239

107 牧之原特別支援学校校長住宅 霧島市 65

108 鹿屋農業高校教職員住宅 鹿屋市 632

109 串良商業高校職員住宅（有里6401） 鹿屋市 60

110 楠隼高校職員住宅 肝付町 169

111 楠隼高校職員住宅２ 肝付町 180

112 中種子特別支援学校職員住宅 中種子町 566

113 大島教育事務所佐大熊住宅 奄美市 1,343 22



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ３/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

114 大島教育事務所平田住宅 奄美市 426

維持
○地域の特殊性や管理職
住宅であるなどの理由か
ら，今後も一定の入居が
見込まれる施設である。

◎定期的に施設の点検等
を実施し，必要に応じて
維持・補修等を行う。

115 大島高校下部住宅 奄美市 101

116 奄美高校中段住宅 奄美市 787

117 奄美高校下段住宅 奄美市 227

118 奄美高校大熊住宅 奄美市 405

119 奄美高校山田住宅 奄美市 243

120 大島特別支援学校教職員住宅 龍郷町 1,487

121 喜界高校教頭・校長・西職員住宅 喜界町 395

122 喜界高校職員住宅上住宅 喜界町 861

123 徳之島高校職員住宅（伊仙町住宅） 伊仙町 653

124 与論高校教職員住宅（知野里） 与論町 253

125 与論高校教職員住宅（梶引・平屋） 与論町 151 23



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ４/９）

No 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

126 指宿特別支援学校
職員住宅 指宿市 368

入居率
改善 ○入居率が低い。

◎入居条件の緩和など，入居率が高まるよ
うな方策を実施。

◎既存の職員住宅，教職員住宅，警察職員
住宅について，所管換えなど有効活用して
過不足を調整するなど，共同利用を推進。

127 鹿屋特別支援学校
大浦住宅 鹿屋市 222

128 志布志高校
ｼｰｻｲﾄﾞ住宅 志布志市 778

129
南大隅高校
教職員住宅
（川南住宅）

南大隅町 239

130 串良商業高校
教職員住宅６４０３ 鹿屋市 92 集約

○当該住宅の入居率が
低い。
○近隣の老朽化が著し
い教職員住宅の入居率
が低い。

◎近隣の老朽化が著しい教職員住宅を廃止
し，当該住宅に集約する。

24



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ５/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

131
錦江湾高校
共済住宅
（坂之上住宅）

鹿児島市 165

縮小

○１号棟は，入居者がいる
（維持）。
○２号棟は，入居者がいな
い。

◎２号棟は，令和６年度以降に廃止。

132 串木野高校
教職員住宅

いちき
串木野市 158

○１号棟及び２号棟は，入
居者がいない。
○３号棟は，入居者がいる
（維持）。

◎１号棟及び２号棟は，令和６年度以降
に廃止。

133 鹿児島水産高校
教職員住宅 枕崎市 403

○３〜７号棟及び９号棟は，
入居者がいない。
○８号棟及び１０号棟は，
今後入居が見込まれ，ほと
んど劣化していない（維
持）。

◎３〜７号棟及び９号棟は，令和６年度
以降に廃止。

25



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ６/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

134 川薩清修館高等学校
教職員住宅

薩摩
川内市 105

縮小

○１号棟は，入居者がいる
（維持）。
○２号は，入居者がいない。

◎２号棟は，令和６年度以降に廃止。

135 古仁屋高校職員住宅 瀬戸内町 603

◎Ａ，Ｃ，Ｄ及びＤ２号棟
は，入居者がいる（維持）。
◎Ｂ号棟は，入居者がいな
い。

◎Ｂ号棟は，令和６年度以降に廃止。

26



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ７/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

136 伊集院高校公舎
（妙円寺） 日置市 466

廃止 ○現在入居がなく，新たな
入居も見込めない。 ◎令和６年度以降，廃止。

137 枕崎高校
宇都職員住宅 枕崎市 120

138 枕崎高校
宇都住宅 枕崎市 120

139 川内高校
教頭住宅

薩摩
川内市 64

140 姶良伊佐教育事務所
職員住宅（蔵王） 姶良市 990

141 曽於高校
教職員住宅 曽於市 277

27



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ８/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

142 出水高校教職員住宅
（鹿島住宅） 出水市 1,432

廃止
○老朽化が進んでおり，入
居率が低く，入居の増加が
見込めない。

◎現入居者が退去したのち廃止。

143 牧之原特別支援学校
教職員住宅 霧島市 239

144 大隅教育事務所
西原住宅 鹿屋市 1,297

145 川辺高校
田部田住宅 南九州市 158

146 垂水高校市木住宅 垂水市 210
28



今後の施設の管理に関する方針一覧（教職員住宅 ９/９）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

147 奄美高校浦上住宅 奄美市 737

廃止

○老朽化が進んでおり，入
居率が低く，入居の増加が
見込めない。

◎現入居者が退去したのち廃止。
148 鶴翔高校教職員住宅

（中深水住宅） 阿久根市 294

149 頴娃高校職員住宅
（牧之内3780-1) 南九州市 210

150 霧島高校
ひばりヶ丘住宅(下) 霧島市 105

○現在入居がなく，新たな
入居も見込めない。

◎令和６年度以降，廃止。

151 与論高校教
職員住宅（教頭） 与論町 62 ◎廃止済み。

29



今後の施設の管理に関する方針一覧（警察職員住宅 １/３）

No. 施設名称
（施設所管課室） 所在地 総延床

面積(㎡) 方針 理由 取組内容

152 鹿児島中央警察署署長公舎
(警察本部会計課:以下,No.178まで同じく) 鹿児島市 109

維持

○管内居住義務を負う警
察職員の特殊性や管理職
住宅であるなどの理由か
ら，今後も一定の入居が
見込まれる施設である。

◎定期的に施設の点検等
を実施し，必要に応じて
維持・補修等を行う。

153 伊集院第二職員宿舎 日置市 436
154 島平待機宿舎 いちき串木野市 1,032
155 川畑職員宿舎 南さつま市 765
156 薩摩川内警察署署長公舎 薩摩川内市 108
157 城山職員宿舎(出水) 出水市 1,357
158 西之口職員宿舎 出水市 821
159 平川職員公舎 さつま町 124
160 福山職員住宅 霧島市 98
161 古江職員宿舎 鹿屋市 83
162 志布志警察署署長公舎 志布志市 88
163 浜津脇職員公舎 中種子町 80
164 朝仁職員宿舎 奄美市 1,113
165 北区職員宿舎 徳之島町 1,000
166 喜美留職員宿舎 和泊町 844
167 与論職員宿舎 与論町 286 30



今後の施設の管理に関する方針一覧（警察職員住宅 ２/３）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

168 伊集院第一職員宿舎 日置市 1,014

入居率改善 ○入居率が低い。

◎入居率が高まるような方策を実
施。
◎既存の職員住宅，教職員住宅，
警察職員住宅について，所管換え
など有効活用して過不足を調整す
るなど，共同利用を推進。

169 職員宿舎木田２号棟 姶良市 638

31



今後の施設の管理に関する方針一覧（警察職員住宅 ３/３）

No. 施設名称 所在地 総延床
面積(㎡) 方針 理由 取組内容

170 城山職員宿舎AB 鹿児島市 1,851

廃止

○老朽化が進んでおり，
入居率が低く，入居の増
加が見込めない。

◎現入居者が退去したのち廃止。

171 城山待機宿舎CD 鹿児島市 2,340

172 麓町待機宿舎 南さつま市 696

173 職員宿舎木田１号棟 姶良市 731

174 松波職員宿舎 志布志市 373

175 荻職員公舎 日置市 94

○老朽化が進んでおり，
現在入居がなく，新たな
入居も見込めない。

◎令和６年度以降，廃止。
176 丈六職員宿舎 指宿市 919

177 串良職員宿舎 鹿屋市 236

178 新生職員宿舎Ｂ棟 鹿屋市 388
32


